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しずおか                                           ２０２１年 ６月 ３０日            

県勤協連ニュース              ３７０号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

 

  ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

 

静岡県勤協連第５９回定期総会開催 
～コロナ後を見据えて活動再開～ 

 

静岡県勤協連は事前の幹事会で、コロナ禍であることを考慮して第 1回幹事会で『第５９回定期総

会』とみなすことを確認してきました。上記のことを踏まえて６月１６日(水)１４時より、静岡市清

水区で「第５９回定期総会」を開催して『２０２１年度活動方針と新役員体制』を決定しました。 

 

堀内会長の挨拶  
「平和憲法を擁護する為にも、立憲勢力を結集して、総選挙闘争に勝利しよう」 
 
２０２１通常国会は６月１６日、コロナ禍の中で「会

期を延長せず」に閉幕しました。それは、野党４党（立

憲民主.国民民主.共産.社民党）が提出した『内閣不信

任決議案』を与党が否決した為です。 

上記の結果、政府・与党は東京五輪・パラリンピッ

クが閉幕する９月上旬にも臨時国会を開催して菅首相

が「衆議院解散に打って出る模様」と、各マスコミが

報道しました。 

 

静岡県勤労者協議会連合会としては、「平和憲法であ

る第９条を護ること」や「暴走する日本の軍事路線に

歯止めをかける」ためにも、立憲野党の統一候補に大

きな期待を寄せています。 

各マスコミの世論調査でも「菅政権に対する支持率は大きく低下」しているので、まさしく政権交

代のチャンスとなっています。同時に、６月２０日

の投票日が目前となっている静岡知事選挙には「川

勝平太知事の推薦」を決定して各種の取り組みを進

めてきました。 

川勝現知事は、「命と水を守る」ことや「中部電力

浜岡原子力発電所の再稼働反対」の姿勢を示してい

ます。自民党は『組織ぐるみ選挙』を展開してきて

います。従って、私たちは今回の知事選挙を「総選

挙の前哨戦」として位置付けて川勝現知事の支持を

全力で拡大しながら勝利をしよう。 

mailto:shizuoka@kinrokyo.net


- 2 - 

 

私たちが進めている安心と安全な街づくりとは、平和や人権、環境、医療・福祉・年金等の生活者

の基本的な権利を守ることです。本日の第５９回の定期総会で真摯な討論を重ね組織の強化と活動の

展開に努力を続けていきましょう、と力強く訴えました。 

当面するコロナ禍の勤労協活動 

静岡県勤労協連合会はホームページを通じて「静岡県への要望書」を掲載しながらコロナ禍とエッ

センシャルワーカーの処遇改善を訴えてきました。更に、「静岡市勤労協の法律相談」をホームペー

ジで紹介しながら、「労働相談パンフ」にアクセスできるシステムに改善しました。 

私たちの運動も「コロナ禍」で大きく変化しています。静岡県勤労協連合会のホームページは従前

までは「会員相互の親睦と交流・連帯」が大きな目的でしたが、現在は「法律相談を含めて会員のみ

ならず、多くの勤労者にも勤労協活動を拡大していく」ことが求められているからです。 

今年度についても引き続き、新型コロナウィルス感染症への対応が必要となることが予想されます。

従って、基本的には従前の方針に加えて、以下の課題についても取り組むこととしました。 

 

① 基本的には、定期的な幹事会を開催して「活

動計画の立案」を検討していきます。 

② 上記の「幹事会開催」が困難な場合には、す

でに県勤労協連合会が提起している「ビデオ

を観る会」なども活動の一助となりますので

前向きに検討して下さい。 

③ 参加人数を限定して市民団体・ボランティア

団体などとの交流も検討して下さい。 

④ 現在、各地域でも深刻になっている課題が高齢者対策となっているので、介護サービスや福祉サ

ービスなどの在り方等、福祉団体やＮＰＯ団

体との交流・連携についても可能な限りの取

組を進めていきましょう。 

⑤ コロナ禍」という大きな壁がありますが、環

境問題や里山整備事業など行政・他団体との

共同で「住みよい街づくり」活動を進めてい

きましょう 

 

総会は、提案に対する質疑・討論の後、満場一

致で経過報告・決算報告、活動方針、予算案を採択しました。 
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静岡県知事選挙の結果報告 
６月２０日に実施された静岡県知事選挙は即日開

票の結果、無所属現職の

川勝平太氏が 95 万 7，

239 票を獲得し、無所属

新人で前参議院議員の

岩井茂樹氏（62万 4，967

票）＝自民推薦＝を大差

で破り、４ 

選を果たした。投票率は

52.93％で前回を 6.49％

を上回った。と６月２１

日付けの静岡新聞が報

道しました。 

今回の静岡知事選挙は、「現職(野党)対新人(自民

党)」という構図となりました。具体的には現職の川

勝平太氏（無所属）は政党の推薦を求めなかったもの

の、立憲民主.国民民主が支援し、共産が自主的支援

に回り、連合静岡も推薦するなど野党勢力が結集した

布陣となりました。 

一方、新人の岩井茂樹氏(自民党)は「１２年ぶりの

自民党本部の推薦」を得るなど、選挙の争点も『リニ

ア中央新幹線の静岡工区問題（リニアの工事で流量減

少が懸念され、南アルプスの水を守れるかどうか）』

が大きな課題となり、更には目前に迫った衆議院選挙

の前哨戦という意味でも全国的にも注目される選挙

戦となりました。 

結果的には、投票が終了した午後８時過ぎには「川

勝平太当選確実（開票率１％）」の一報が入り、県内

全体から大きな支持を得て当選を勝ち取ることがで

きました。   

静岡県勤労者協議会連合会は、「第５９回定期総

会」で川勝平太氏の推薦を決定して各地区勤労協

も積極的な選挙活動に取り組んできました。 

川勝平太氏の４選に多くの支援とご協力を頂

いた各地区勤労協の皆様に、心からの御礼を申し

上げます。同時に、来る総選挙闘争に向けた体制

の確立も強化していきましょう。 

 



- 4 - 

 

 

 
☆三島市勤労協 

「山田川自然の里」竹林整備を行いました 

 

三島市勤労協は６月２０日、三島市が２０１６年か

ら進めている里山再生事業「山田川自然の里」の竹林

（33,000平方メートル）の整備を受け持った。 

勤労協は事業当初から協働の立場から参加、受け持

ちの竹林の半分を覆う箱根笹を切り取った。 

また、孟宗竹は春の竹の子採りを意識し、竹林に陽

が射すように、孟宗竹をチェンソーで倒し、竹林に機

械を持ち込みチップ化、また現場で燃やし処理をして

きた。 

写真は冬に倒した竹の笹の付いた部分を利用した垣根造りと、焼却処理の風景。 

（通信員 仁杉秀夫） 

 

☆清水地域勤労協 

第２７回定期総会を開催 

清水地域勤労者協会は事前の運営委員会で「第２７

回定期総会はコロナ禍を考慮して、規模を縮小して６

月２４日に開催する」ことを決定しました。 

同総会では、２０２１年３月の静岡市議会議員選挙

で初当選を勝ち取った小山さとる市議会議員(教職員

組合)から、「３月の市議会議員選挙では勤労協の皆様

から多くのご支援を賜り、８位で 4，585 票を獲得で

きて当選できました事を厚く御礼申し上げます。市議

会議員になり最初の仕事が現在、６月議会が開催され

ていますので初の質問の機会を得ることができました。質問の内容は教育関係と清水区が抱えている

課題である海洋文化施設(海洋・地球総合ミュージアム)などを予定しています。これからも清水勤労

各地区活動報告 
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協の皆さんや働く者の代表として積極的に活動をしていきます」と決意を明らかにしました。 

第２７回定清水勤労協期総会にあ

たり鈴木禎昭会長は「昨年の総会は書

面決議となり、コロナ禍の影響で十二

分な活動ができなかったが、３月の市

議会議員選挙で小山さとるを当選さ

せることで活気が出てきた。清水区の

課題では桜ヶ丘病院の移転を含めて

多くの課題が山積しているし、今秋に

は衆議院選挙も実施されるので自ら

の生活防衛の為にも野党勢力の結集

に向けて頑張ろう」と挨拶しました。 

清水地域には大きな課題が山積 小山市議と連携して市民の声を市政へ 

 

静岡新聞は市議会議員選挙期間中に「争点を探る」として、『海洋文化施設の整

備再開』を以下の内容で問題提起をしていました。（静岡新聞 3/25） 

 

1.清水港日の出埠頭の後背地に広がる約 1 万平方㍍の地に約 240 億円を投じて建設

するのが海洋文化施設（海洋・地球総合ミュージアム）。 

2.静岡市は「活性化に不可欠な投資」と位置づけ、その経済効果は約 600 億円、開

業後 15 年間の有料入館者数は 688 万人と試

算。 

3.この構想は新型コロナウィルス感染症が世

界的に拡大する前に描かれたものであり、地

域観光を取り巻く状況は大きく変化した。日

の出埠頭に立ち寄る客船は途絶え、「訪日観

光客の出入国制限が解除される目途」も立っ

ていない。 

4.上記の状態では、民間資金活用による社会資本整備（ＰＦＩ）が当初の計画で進むのか。また、静

岡市当局は事業リスクに応じて「民間事業者と市で利益や損失を分担する方針」に対して懸念を拭得

ている。想定外の大幅減収になれば 15年間で最大 10.8億円の財政負担が生じる。」と、報道してい

ました。 
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今回の『問題提起（静岡市議選 2021.争点を探る）』は、「住民の意見を静岡市議会が重く受け止め

て、真摯に対応するのか」です。清水勤労協は小山さとる静岡市議会議員と連携して「安心・安全な

街づくり」をめざして福祉・環境・教育など積極的に取組んでいく方針を第２７回定期総会で確認し

てきました。                            （通信員 秋山 一） 

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

    


